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2026 年 11 月 2日 

NEWS RELEASE         株式会社リエネ 

三菱電機株式会社 

 

リエネと三菱電機によるエネルギーマネジメント事業会社 

「リエネ・エネルギーマネジメント」の合弁会社化および事業開始について 
 

株式会社リエネ（本社：東京都渋谷区、代表取締役：西田 恵介、以下「リエネ」）と三菱電機

株式会社（本社：東京都千代田区、執行役社長：漆間 啓、以下「三菱電機」）は、2026 年 11 月

1 日付で、株式会社リエネ・エネルギーマネジメント（本社：東京都渋谷区、代表取締役：西

田 恵介、以下「REM」）を合弁会社化し、REM が事業を開始しましたのでお知らせいたします。 

 

 
近年、再生可能エネルギー（以下「再エネ」）の導入拡大に伴い、発電量の変動や電力系統の

混雑などに対して、電気を効率的かつ安定的に運用していくことが社会的な課題となっていま

す。こうした課題への対応策として、発電・蓄電から需要側の設備までをトータルで高度に制

御し、仮想発電所（VPP：Virtual Power Plant）として電力需給の安定化や再エネの有効活用

につなげる取り組みの重要性が高まっています。 

このような背景から、東急不動産株式会社(以下 「東急不動産」)、リエネ、三菱電機の 3社

で合意したエネルギーバリューチェーン高度化に向けた業務提携基本合意※1 に基づくアクション

の第 1弾として、リエネは、2026 年 4 月 1日付で準備会社として REM を設立し、リエネ ・三菱

電機間で協議を進めてまいりました。 

今般、REM は、三菱電機を引受先とする第三者割当増資を実施し、発電・蓄電・需要側の統

合制御によるエネルギーマネジメント事業の本格展開に向けて、両社の合弁会社として始動い

たしました。 
※１ 2026 年 5 月 13 日リリース：https://www.reene.co.jp/news/kGk1-_BM 

 

 
社名 株式会社リエネ・エネルギーマネジメント 

設立日 2026 年 4月 1 日 

増資実行日 2026 年 11 月 1日 

所在地 東京都渋谷区道玄坂一丁目 21 番 1号 

代表者 西田 恵介 

株式保有比率 リエネ 66％、三菱電機 34％ 

事業内容 （１） 蓄電池・再エネを活用した市場取引・アグリゲーションサービス※２ 

（２） 需要側設備のエネルギーマネジメントおよびデマンドレスポンスサー

ビス※３ 

（３） 電力調達および卸供給 

 

合弁会社設立の背景 
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※２ エネルギーリソースを束ね、電力の需要と供給のバランスをコントロールし、電力市場に供給力として供出すること 

※３ 電力の需給バランスを調整するため、電力の逼迫時や余剰時に電気の使用量やタイミングをコントロールすること 

 

 
REM では、蓄電池や再エネを活用したアグリゲーション事業のほか、アグリゲーション運用

で生み出された再エネ由来の電力等を供給する電力卸供給事業を展開してまいります。また、

リエネが提供する小売電力や PPA※４等のサービスの高度化や、24/7 カーボンフリーエナジー

（CFE※５）や需要設備のデマンドレスポンスサービス等の新たなサービス提供の実現を運用面

でサポートします。 

今後、東急不動産ホールディングスグループの東急不動産、リエネ、株式会社リエネ・エナ

ジー（本社：東京都港区、代表取締役：池内 敬、以下「リエネ・エナジー」）の各社と密に連

携を図ることで、プロジェクトマネジメント、アセットマネジメント（AM）、O&M※６等の開発か

ら維持管理・運用に至るまでの知見を活かした新たなサービスの提供を予定しています。また、

分散型電源運用システムや販売電力量ベースで国内トップシェア※7 を誇る電力需給管理シス

テムを提供する三菱電機と連携し、両システムを組み合わせたアグリゲーションシステムによ

る高度な需給制御を実現します。さらに、同社の最新のデジタル・AI 技術およびデータ基盤

「Serendie®※8 （セレンディ）」を活用することで、蓄電池、再エネ、需要設備等の多様なエネ

ルギーリソースの運用データを基に、エネルギーサービスを提供していきます。 

REM では既に、東急不動産およびリエネ・エナジーが開発する系統用蓄電池 （約 165MW）に加

え、東急不動産が開発する物流施設「LOGIʼQ」シリーズや石狩再エネデータセンター第 1 号※9

における需要併設蓄電池の運用業務の受託を予定しています。今後、東急不動産ホールディン

グスグループ外の蓄電池事業者からの受託も積み上げ、将来的には、蓄電池で 1,000MW、再エ

ネ電源で 2,000MW のアグリゲーション運用を目指してまいります。また、業務提携のアクション

の第 2弾以降として、需要施設における電力・熱の統合制御や、省エネ・脱炭素化を実現する

サービスの開発および提供を目指し検討を進めてまいります。 

※４ 再生可能エネルギーの電力を購入する電力購入契約（Power Purchase Agreement） 

※５ 24 時間 365 日、1 時間単位で電力消費量と CO₂を排出しない電力の供給量を一致させること 

※６  オペレーション＆メンテナンス。建物・設備などの運営管理と点検・修理のこと 

※７ 2024 年度販売電力ベース（三菱電機調べにて 70％超が同社機能を経由した取引） 

※８ 「Serendie」は三菱電機株式会社の登録商標です 
※９  合同会社石狩再エネデータセンター第 1 号が開発・運営主体で東急不動産が参画 
 

【受託予定の系統用蓄電池一覧】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※上図は現時点で受託予定の系統用蓄電池接続予定エリアを示すものです。離島等を含みません。 
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■本サービスに関するお問合わせ先 

 株式会社リエネ・エネルギーマネジメント 

Email： REM-PR@reene-em.co.jp 

 
■報道関係者お問合わせ先 

株式会社リエネ 事業統括部 

Email: ReENE-PR@reene.co.jp 

 

三菱電機株式会社 広報部 

https://www.MitsubishiElectric.co.jp/news/contact.html 

お問合わせ先 

mailto:REM-PR@reene-em.co.jp
https://www.mitsubishielectric.co.jp/news/contact.html

